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第４学年東組 社会科学習指導案

「自然の魅力を生かし、持続可能な観光地を目指す小豆島町」
学習指導者 網野 未来

１ 学級（35名）の実態

（１）方法の習得を目指す自己調整力に関する実態

〔問題を発見する力〕

質問紙調査によると、「社会科で、自分が知りたいことは何かを見付けようとしている｣｢社会科で、疑

問や不思議なことが思いうかぶ｣と答えた子供はともに31名であった。しかし、写真を見て疑問を表出す

る個別調査を行ったところ、三分の一ほどの子供はあまり疑問が思いうかばなかったり、考えたことをう

まく表現したりすることができず、問題を発見することが難しい様子が見られた。

（２）教科に関する学級の実態

教科に関する質問紙調査によると、全ての子供が、分からないことや不思議なことを解決するために友

達と話し合って解決することを大切だと捉えている。理由として、自分とは違う考えに触れ、考えを深め

られることや、友達と話し合うことで課題の解決により近づけることを挙げている。小豆島町の特色につ

いては、全ての子供がオリーブについて言及できているが、オリーブ以外の自然については詳しく知らな

い。

本単元で習得させたい「問題を発見する方法」

分かったことや驚いたことを基にさらに知りたいことを見付ける

２ 本単元で目指す『多様な他者と共に、自ら学びを進める子供』の姿

本単元では、自然環境を保護・活用しながら、持続可能な観光地を目指したまちづくりを進めている小

豆島町の特色を明らかにする。大単元｢わたしたちの県のまちづくり｣の導入で、三金時や瀬戸大橋などの

特色を生かした坂出市のまちづくりについて想起した子供たちは、地図を基に他の市や町の特色について

も考えていく。その中で県の様子の学習や校外学習を想起し、高松市、小豆島町、丸亀市のまちづくりに

ついて調べていく見通しをもつ。まず国際交流が盛んな高松市のまちづくりについて学ぶ。そして地図や

写真などから小豆島町の自然について知った子供たちは、分かったことや驚いたことを基に問題を発見し

ていく。例えば、「オリーブを収穫するのが分かったから、何かイベントをしているのではないかな」「私

は寒霞渓がとても美しいと思ったよ。なぜこんなにきれいなのか気になったよ｣｢僕は棚田のことが気にな

ったよ。何を作っているのか知りたいな｣などと一人一人が問題を見付け、疑問をもつ。そして自然を生

かした小豆島町のまちづくりという単元の課題の解決に向けて様々な資料を使いながら調べていく。例え

ば立場を広げ、行政や企業、住民が協力してオリーブを後世に残そうとしていることや、住民が町やボラ

ンティアと協力しながら棚田を守っていることを知る。また時間的視野を広げ、寒霞渓の景観が守られて

きた歴史について知る。このような学習を通して、町の人々がオリーブや寒霞渓、棚田などの自然環境を

保護・活用しながらまちづくりを進めていることを理解する。さらに、オリーブ公園や寒霞渓では無料の

サービスで観光客を増やそうとしている一方で、中山地区の虫送りでは火手を有料にしたことについて疑

問を抱き、町のこれからの発展と関連付けながらその理由を考え話し合っていく。

住民も観光客も町の自然や文化を大切にする、持続可能な観光地を目指す小豆島町のまちづくりにつ

いて理解した子供たちは、丸亀市の人々も地域の特色を生かしながら持続可能なまちをつくろうとしてい

るのかに興味をもって次単元の学習を進めていくだろう。そして県内の特色ある地域について学習する中

で、県民の一員として、特色ある地域への誇りが育っていくであろう。
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３ 単元計画と単元構成の工夫（本時 ６/７）

次 学習の流れ 単元構成の工夫

① 小豆島町はどんなところだろう 【魅力的な目標を子供と共有する場】①

校外学習を想起したり地図や写真を見たりして、 大単元の導入で、３学期の総合的な学習で外国の人

オリーブや寒霞渓、中山千枚田などの自然が広がっ と交流していくという計画や春と秋の校外学習の経験

ていることを知り、学習の計画を立てる。 との関連から、まず高松空港のある高松市（５時間）、

②③④ 小豆島町の人々は、豊かな自然を生かして 次にオリーブが有名な小豆島町、そしてうちわが有名

どんなことをしているのだろう な丸亀市（５時間）、最後に自分が気になる地域（３

｢小豆島町の人々は、オリーブをどのようにまちづ 時間）のまちづくりについて調べることで、坂出市以

くりに生かしているのか｣｢小豆島町の人々は、寒霞 外の市や町には、どんな特色があり、どのようにまち

渓をどのようにまちづくりに生かしているのか｣｢小 づくりに生かしているのかを明らかにするというゴー

豆島町の人々は、中山千枚田をどのようにまちづく ルを共有している。本単元の①時間目には、そのゴー

りに生かしているのか｣といった課題について、資料 ルを確認してから、小豆島町の特色について資料を基

やまとめ方を自分で選択しながら、調べまとめる。 に調べる時間を取る。そして小豆島町には坂出市には

⑤ 調べて分かったことを発表しよう ない魅力的な自然が存在し、全国的にも有名であるこ

調べたことを共有し、小豆島町では、行政、企業、 とに気付かせる。そして、それらの自然とまちづくり

住民が一体となってオリーブを育て、守り、農業や のつながりについて予想させ、小豆島町の特色あるま

観光業に生かしていること、寒霞渓を多くの人に楽 ちづくり

しんでもらうために、景観の保全や魅力の発信をし について

ていること、中山地区では、棚田の景観を守り、生 調べてい

かしながら、虫送りや農村歌舞伎を行っていること く計画を

を理解する。三つの自然を生かしたまちづくりにつ 立てられ

いて比較する中で、虫送りの火手を有料にしたこと るように

について疑問をもつ。 する。

⑥ 中山地区の人々は、なぜ虫送りの火手を有料に

したのだろう 【子供が自ら選択して、学びを進める時間】②～④

虫送りの火手を有料化した理由について話し合い、 小豆島町がオリーブや寒霞渓、棚田をどのようにま

住民にとっても観光客にとっても、持続可能な行事 ちづくりに生かしているのか理解できるようにするた

にしたいという思いがあることを理解する。 めに、一人一人が設定した課題に沿って、調べる時に

⑦ 小豆島町の人々は、豊かな自然をどのようにま 使う資料（教師作成の資料や観光パンフレット、イン

ちづくりに生かしているのだろう ターネット）やまとめる時に使うもの（ノートや学習

これまでの学習を振り返り、学習問題についての 支援アプリ）、学習形態（一人で、友達と）について

考えをまとめる。さらに、小豆島町がこれからも持 選択できるようにして、自分に合った方法で調べ学習

続可能な観光地になるために大切なことを考える。 に取り組めるようにする。

４ 方法の習得の段階に合わせた手立て 【さらに知りたいことリスト】①～⑦

認知①～④ 想起⑤～⑦

①～④の振り返り場面で、｢その時間に分かったこ ⑤～⑦の振り返り場面で、｢さらに知りたいことを見付

とや驚いたことを基にさらに知りたいことを見付け けるにはどうすればよかったかな｣などと問いかけ、方法

る｣という問題を発見する経験をしている。 を想起させ、問題を発見できるようにする。

実感

学習課題について分かったことを全体で確認した後に、本時の学びを基に、一人でまたは友達とさらに知りた

いことを見いだす場を設けることで、次時への意欲をもてるようにする。方法を用いて問題を発見している様子

を価値付けたり、問題を発見した後に、問題を発見できたことや次時に向けて意欲が高まっている様子を称賛し、

方法の有用性を感じられるようにする。

一

二

三

【大単元の学習計画】
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５ 本時の学習

目
中山地区の人々が虫送りの火手を有料にした理由を考え話し合う活動を通して、虫送りをこれ

標
からも続け、住民と観光客の両方にとって持続可能な伝統行事にしたいという思いがあることを

理解することができる。

１ 学習課題を 小豆島町のまちづくりについて学習していたよ。前の時間は、中山地区の人

確認する。 々が棚田を生かして虫送りをしたり、作物が実ったことを感謝するために農

村歌舞伎をしたりしていることが分かったよ。

オリーブ公園や寒霞渓では無料のサービスで観光客を集めようとしていたの

に、中山地区では、無料だった火手を3,500円にしたことが不思議だったよ。

中山地区の人々は、なぜ虫送りの火手を有料にしたのだろう

２ 火手を有料 火手を有料にしなければならない理由が何かあるのだろう。

にした理由を 火手は30人くら 火手を作るには竹 住民が裏方でサポ 虫送りはこれま

話し合う。 いで作っていた やタオル、針金な ートしていたよ。 で中止になるこ

よ。有料にして どの材料が必要だ 有料にしたら、警 とがあったよ。

作った人に給料 ったね。材料の費 備する人を雇えて これからも続け

として渡すため 用にするためじゃ 住民は火手を持っ ていくためには

じゃないかな。 ないかな。 て歩けるね。 お金が必要だよ。

火手を有料にしたら本当に続くのかな。そもそも有料になったら、観光客は

虫送りに来なくなるんじゃないかな。観光客の立場になって考えてみよう。

観光客は来なくなるん 観光客は来ると思うな。 観光客は来るよ。だって、

じゃないかな。だって、 だって、火手を持たな 有料でも火手を持ちたい

無料で虫送りを楽しめ くても無料で見たり写 と思っている人はお金を

る方がいいよ。 真を撮ったりできるよ。 出すと思うな。

火手は無料の方がいいという考えもあるけれど、無料でも楽しめるし、火手

を持ちたいと思っている人は買うと思うから、観光客は来てくれそうだね。

３ 火手を有料 火手を有料にした理由は何だと言えそうかな。

にした理由に 住民が火手を持って歩きたい観光客から集めたお金を人件費や材料費に使っ

ついてまとめ て、虫送りをこれからも続けていくためだよ。

る。 話し合ったことを資料で確かめてみよう。

火手を有料にすることで、虫送りをこれからも続けられて、住民も観光客も

楽しむことができるね。住民と観光客の両方が参加できることが大切だね。

４ 本時の学習 友達の考えも参考にしながら、自分 一つだけではなく、様々な視点から考

を振り返る。 の考えをつくることができたよ。 えをつくれるようにしたいな。

【さらに知りたいこ どれくらいの人が参加 参加した観光客はどう 中山地区と同じような取

とリスト】 したのか知りたい。 思っているか知りたい。 組はないか知りたい。

評
虫送りの火手を有料にした理由について、様々な資料を基にしたり友達と交流したりしながら

価
多様に考え、虫送りをこれからも続けられて、住民も観光客も楽しむことができるなど考えたこ

とを表現している。また、さらに知りたいことを見付けている。 【方法：発言、様相、記述】

見

通

し

主な子供の意識

行

動

学習活動と手立て

振
り
返
り
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６ 本時の詳細

～見通し～ 学習活動１

前時までに、小豆島町の人々のオリーブや寒霞渓、

棚田を生かした取組について学習している。また、

既習内容を補助黒板にまとめておき、前時までの学

習内容を想起する際に使いやすくしておく。子供の

発言に合わせて、補助黒板や振り返りカードに注目

させることで前時までの学習の想起が難しい子供も

想起しやすくなる。

本時ではまず、前時の学習内容を確認する。そし

て、本時考えていきたいこととその理由を問い、他

の地域では、公園の入園や駐車場の料金を無料にして多くの観光客に来てもらえるようにしているの

に、逆に中山地区では、無料だった虫送りの火手を有料にしたことが不思議だったことを全体で共有

することで本時の課題を明確にしていく。教師は、有料化について不思議であると感じている姿に、「確

かにそれは不思議だね」などと共感し、課題解決への意欲が高まるようにする。

～行 動～ 学習活動２・３

虫送りの火手を有料にした理由を考える際には、様々に考えら

れるワークシートに考えを表現していく。既習の虫送りに関する

資料を参考にしながら考えをつくっていけばよいことを全体で確

認する。一人で考えをつくるのが難しそうな場合は、虫送りにつ

いての既習を想起させたり、「集めたお金は何に使うのかな」と

問いかけたりすることで、自分の考えをつくれるようにする。

全体で何を根拠に考えたのかを確かめながら考えを共有してい

く。その後、「観光客は虫送りに来なくなるのではないか」と投

げかけ、観光客でも有料化に対して様々な意見があることについ

て理解を深めるとともに、虫送りには無料の楽しみ方もある上に、有料になっても火手を持ちたいと

思っている人は来てくれることをおさえたい。その後、「火手を有料にした理由は何だと言えそうか」

と問いかけ、住民は集めたお金を材料費などに充てることで、虫送りをこれからも続けていけるし、

虫送りを楽しみたい観光客にとっても虫送りが続くとこれからも楽しめることにつながることに気付

かせたい。話し合ったことは、中山地区の自治会長の方の話の資料を使って確かめる。分かったこと

を振り返りカードに記述させ、全体で確認することで、学びの成果を自覚できるようにする。

～振り返り～ 学習活動４【さらに知りたいことリスト】

本時の学び方について、できたことや、もっとがんばり

たいと思ったことという視点で振り返りを行う。記述内容を

発表させ、できたことについては称賛する。その後、一人で

または友達とさらに知りたいことを見いだす場を設ける。こ

れまでの学習で出てきたさらに知りたいことの一部をテレビ

モニターに写したり、「さらに知りたいことを見付けるには

どうすればよかったかな」と全体に問いかけたりして、方法

を想起しやすくする。見付けるのが難しそうな場合は、分か

ったことや驚いたことを個別に尋ね、さらに知りたいことに

ついて一緒に考えることで見いだすことができるようにす

る。その後全体で確認し、本時の学びを基に問題を発見でき

たことについて、「分かったことや驚いたことを基に、さらに知りたいことを見付けられたね」と価値

付け、方法を使うことのよさを実感できるようにする。

【前時までの学習内容をまとめた補助黒板】

【考えを表現するクラゲチャート】

【振り返りカード】

【さらに知りたいことリスト】


